
『
無
漏
総
中

一二
』
を

め
ぐ

っ
て
 
(
坂

本

)

『
無

漏

総

中

三
』
を

め

ぐ

っ

て

坂

本

廣

博

『
無
漏
総
中
三
』
と
は

「
摩
詞
止
観
」
巻

一
上
に
出
る
、
漸
次
止
観

を
説
明
す
る

一
句
で
あ
る
が
、
古
来
よ
り
そ
の
何
を
さ
す
か
に

つ
い
て

異
説
の
多

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
各
注
釈
書
に
注
意
し
つ
つ
、
そ
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
を
探

っ
て
み
た
い
。

最
初
に

「
摩
詞
止
観
」
の
相
当
箇
処
を
み
る
に
、

漸
次
中
六
。
善
悪
各
三
。
無
漏
総
中
三
。
凡
十
二
不
レ
同
。
従
レ
多
為
レ
言
。

故
名
ニ不
定
叩
此
章
同
大
乗
同
実
相
。
同
名
二
止
観
幻
何
故
名
為
ニ
弁
差

然

同
而
不
同
。
不
同
而
同
。
漸
次
中
九
不
同
。
不
定
中
四
不
同
。
総
有
二
十
三

(
1
)

不
同
幻
従
レ多
為
レ言
故
名
ニ不
同
一耳
。

と
あ
り
、
湛
然
 
(
7
1
1
-
7
8
2
)
 
の
「
輔

行
伝
弘
決
」
に

こ
れ
を
釈
し
て
、

言
ニ五
重
一者
。

一
帰
戒
。
二
禅
定
。
三
無
漏
。
四
慈
悲
。
五
実
相
。
義
十
三

者
。
初
番
有
レ六
。
謂
三
二
悪
三
善
殉
第
三
番
四
謂
両
教
二
乗
。
井
前
六
義
合

為
レ十
也
。
余
三
不
レ開
合
為
二十
三
叩
於
ニ十
三
中
一実
相
是
所
縁
之
境
。
望
レ

頓
是
同
不
レ
応
三
数
為
二
不
同
之
限
殉
故
下
問
答
中
云
。
漸
次
中
有
二
十
二
不

(
2
)

同
殉
即
此
意
也
。

と
い
う
。
即
ち
無
漏
の
中
に
四
あ
り
、
そ
れ
は
両
教
 
(蔵
通
)
 の
二
乗

を
指
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
「
止
観
」
に

い
う
十
二

不
同
と
合
わ
せ
る
た
め
か
、

一
帰
戒
を
三
悪
道
、

三
善
道
の
六
、
二
禅

定
、

三
無
漏
を
四
、
四
慈
悲
、
五
実
相
の
十
三

と
数
え
、
第
五
の
実
相

は
数
え
な
い
と
い
う
複
雑
な
操
作
を
す
る
の
で
あ
る
。

「
止
観
」
に
も
ど

つ
て
、
漸
次
止
観
の
説
明
を
み
る
に
、

漸
初
亦
知
二実
相
殉
実
相
難
レ解
漸
次
易
レ行
。
先
修
二
帰
戒
一翻
レ
邪
向
レ
正
。

止
ニ火
血
刀
一達
三
二
善
道
殉次
修
ニ禅
定
一止
二欲
散
網
殉
達
ニ色
無
色
定
道
幻
次

修
二無
漏
一止
ニ
三
界
獄
幻
達
二浬
繋
道
殉
次
修
ニ慈
悲

一止
ニ於
自
証
幻
達
二菩
薩

道
殉
俊
修
二実
相
一止
二
二
辺
偏
殉
達
二
常
住
道
殉
是
為
二初
浅
俊
深
。
漸
次
止

観
相(3)
。

と
あ
り
、
「
輔
行
」
に

い
う
如

く
、
帰
戒
、

禅
定
、
無
漏
、
慈
悲
、
実

相
と
次
第
修
行
す
る
の
で
あ
る
。
文
に
添

っ
て
数
え
れ
ば
、

一
帰
戒
に

六
、
二
禅
定
、

三
無
漏
に
三
、
四
慈
悲
、
五
実
相
の
十
二
と
な
る
は
ず

で
、
無
漏
を
四
と
数
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
の
が
第

一
の
問
題

で
あ
る
。

「
輔
行
」
に

は
続
い
て
、
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漸

中
即
有
二
十

二
不
同

一如
二
前
分
別
殉
両
教

二
乗
是
無
漏

四
。

而
今
乃

云
二
無

漏

総
中
三
一者

何
耶
。

別
而
言
レ
之
離
為

二
四
人
叩
若
総
名

ニ
無
漏

一則
合
ニ
却
三

人

但
存
二
一
位

今

挙
レ
総
合
レ
開

一
中
兼
レ
三
。
故
名

二無
漏

総
中
三

一也
。

若
没
二
本
位

一離

開
為

レ
四
。
井

善
悪
各
三
及

以
禅

定

慈

悲

各

一
。
故

成
二
十

(
4
)

二

一
。

と
も
い
う
が
、
な
ぜ
無
漏
総
中
三
と
い
う
か
説
明
出
来

て
い
る
と
は
到

底
思
え
な
い
。
こ
れ
又
、
数
が
あ
わ
な
い
が
、
次
の

九
不
同
者
於
二前
十
二
一合
二三
無
漏
一依
レ
総
為
レ
一
。
故
但
有
九
。
井
二不
定

(
5
)

四
一故
有
二
十
三
幻

の
方
が
説
得
力
を
持

つ
よ
う
で
は
あ
る
。
「
止
観
」
に
、

漸
次
中
九
不
同
。
不
定
中
四
不
同
。
総
有
二十
三
不
同
幻
従

多
為

言
故
名
二

(
6
)

不
同
一耳
。

と
あ
る
を
解
釈
し
た
も
の
で
あ
り
、

一
帰
戒
に
六
、

二
禅
定
、

三
無
漏

を

一
、
四
慈
悲
、
五
実
相
を
数
え
な
い
の
九
と
解

し
て

い
る
の
で
あ

り
、
湛
然
の
理
論
の
中
で
、
無
漏
が
四
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

説
明
し
て
い
る
と
受
け
取
れ
る
の
で
あ
る
。

湛
然
は
又

「
捜
要
記
」
の
中
で
、

此
申
番
数
有
レ
五
。
義
則
十
三
。
言
二
五
番
一者
。

一
帰
戒
二
禅
定
三
無
漏
四

慈
悲
五
実
相
。
義
十
三
者
。
於
ニ
初
番
中
一善
悪
各
三
。
第
三
有
レ
四
。
即
両

二
乗
。
井
及
余
三
。
即
十
三
也
。
於
二
十
三
中
殉
実
相
是
三
人
共
所
縁
理
。

(
7
)

故
不
レ得
レ
為
二不
同
之
限
叩
故
下
問
答
申
。
呑
二漸
次
中
有
ニ十
二
不
同
殉

と
い
い
、
実
相
を
数
え
な
い
理
由
を
、
漸
次

・
不
定

・
円
頓
の
人
が
同

じ
く

縁

ず

る
理

で
あ

る

か

ら

と

明

了

に
す

る

の

で
あ

る
。

次

に

「
輔
行

」
に

他

説

を

あ

げ
、

有
人
云
。

無
漏
総
申

三
者

即
三
観

也
。
無

漏

空

也
。

総

仮
。

中

中
。

自
濫

参
ニ
聴
衆

一有
レ
途
ニ
一
紀

実
未

三曾
聞
レ
有
二
斯
異
釈
殉
中
即
実

相
実

相
是
同
。

如
何
数
為
ニ
不
同
之
限

殉

二
不

可
也
。

一
宗
教
門
文
無

二説
レ
仮

以
為

レ
総
者
殉

二
不
可

也
。
漸
次
九

中
巳
有
ニ
無
漏

慈
悲
与
レ
仮
其
義

又
同
。

不
レ
応
ニ
重
数

以
レ
三
足

九
。

三
不
可

也
。
借
使

以
レ
三
足

ニ善
悪

六
一但
応
レ
成

レ
九
。

今
云
二

十

二

四
不
可

也
。
縦

兼
二実

相

一但
成

二
一
十

今

云
二十

二
殉
五
不
可
也
。

又
第

二
本
文
無

二無
漏
総

中
之
言

一亦
云
二十

二
幻
今

以
二
此
三

一配

二
於
三
観
幻

復
含
二
漸
次

殉
亦
但
十

二
。

六
不
可
也
。
或

云
諸
番
達
即
是

観
。

止

即

是

止

者
。

三
途
何
故
但

止
無
レ
観
。
常

住
何
故
但
観

無

レ
止
。
借

使

以
レ
此

為
二
止

観

一
者
中
間

四
番

四
止
四
観
。

初
俊

二
番

二
止

一
観
。

則
但

有

レ
十
。

若

開
二

善
悪

一各

立
ニ
止
観

四
則

九
不
同
十
八
止
観
。

若
数

二
常
住

一復
為

二
現

文
殉
文

(
8
)

云
二漸
九
殉
七
不
可
也
。

七
の
不
可
な
る
点
を
数
え
批
判
す
る
。

こ
の
中
、

止
観

の
第
二
本
に
は

無
漏
総
中
之
言
が
無
か

つ
た
と
い
う
は
注
目
に
値

し
よ
う
。
と
こ
ろ
で

こ
こ
に
い
う
有
人
と
は
、
道
遽
の

「
止
観
纂
義
」
に

よ
れ
ば
、

有
人
云
。
無
漏
総
申
即
三
観
者
。
雲
法
師
常
在
ニ座
下

聞
ニ闇
梨
講
叩
至
ニ

此
文
一時
。
立
二此
義
一也
。
自
参
ニ聴
衆
殉
途
二十
二
年
殉
不
三曾
聞
二此
異
釈
殉

マ

マ

汝
何
作
二
是
言

幻
錐
レ
聞

ニ
訓

化
殉
堅

執

不
レ
移
。

故
作

二
十
不
可

殉
更
顕
二
其

マ

マ

非
叩
今

一
紀
即
十

一
年
也
。
但
応
成
九
者
。
彼
師
云
。
善
悪
各
三
。
即
六
不

同
。
禅
定
是
二
乗
行
。
慈
悲
是
菩
薩
行
。
開
三
一乗
一為
レ
二
。
即
成
二十
二
殉

『
無
漏
総
中

三
』
を

め
ぐ

っ
て
 
(
坂

本
)
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『
無
漏
総

中
三
』
を

め
ぐ

っ
て
 
(
坂

本
)

今

難
意
。

二
乗
無
漏
行
与
レ
空
同
。

菩
薩
慈
悲
行
。

与
レ
仮
同
。

仮
使

以
二
三

観

一足
レ
六
。

但
応
レ
成
レ
八
。

別
不
レ
成
ニ
十
二

以
二
彼
師
義

殉
即
難
レ
不
レ
成

也
。
中
間

四
番
者
。

彼
師
云
。

漸
次

中

六

番
。

一
帰

戒
。

二
禅

定
。

三
無

漏
。

四
慈
悲
。

五
実
相
。

六
常
住
道
。

中
間
即
禅
等

四
。
初
俊
即
帰
戒

及
常

(
9
)

住
也
。
今
順
二師
破
一可
レ知
。

と
あ
り
、
石
鼓
寺
智
雲
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
智
雲
に
は
止
観

の
注
疏

が
現
存
せ
ず
、
確
か
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
無
漏
を
空
、
総
を
仮
、

中
を
中
と
三
観
に
配
当
す
る
の
で
あ
り
、
又
、

一
帰
戒
に
六
、
二
禅
定

に
二
、
三
無
漏
を

一
、
四
慈
悲
、
五
実
相
、
六
常
住
道

の
十
二
と
数
え

る
の
で
あ
る
。

仮
は
慈
悲

で
あ
り
、
中
は
実
相
で
あ
っ
て
重
ね
て
数
え
る
の
は
お
か

し
い
と
い
う
湛
然
の
批
判
は
的
は
ず
れ
か
も
し
れ
な
い
。
無
漏
を

一
に

数
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
故
に
。

こ
れ
は
又

「
助
覧
」
助

も
、

若
案
レ
文
判
レ
失
。
如
二
此
記
下
文
云
幻
有
人
云
。
無
漏
総
中
三
者
。
即
三
観

也
。
無
漏
空
也
。
総
仮
。
中
中
。
自
濫
参
二聴
衆
一有
レ
途
二
一
紀

未
三曾
聞

レ有
二斯
異
釈
幻
中
即
実
相
。
実
有
是
同
。
如
何
数
為
二不
同
之
限
殉
共
有
二七

(
10
)

不
可
鴨

と
記

さ

れ

る
。

次

に
道

遽

の
異

説

は

「
止
観

記

中
異

義

」
に

見

え

る

と

こ
ろ

で
、

序

申
云
二
無
漏
総
中

三

二者
。

記
家

意
易
レ知
。

和

尚
云
。

将
二
三
界

二為
レ
三
。

即
所

止
。
無
漏
為
レ
一
。
即
能

止
。
従
下
前
次
修

二無
漏

一止
三
二
界
獄

一中
上
来
。

(
1
1
)

故
用
二
三
界

一為
レ
三
。

無
漏

為
レ
一
。
合
為
レ
四
也
。

と
い
う
の
で
あ
る
。
即
ち
所
止
の
三
界
を
三
と
な

し
、
能
止
の
無
漏
を

一
と
な
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
三
界
と
無
漏
を
合
し
て
四
と
な

す
と
い
う
は
不
可
解
と
い
う
べ
き
か
。
湛
然
と
同

じ
く
無
漏
を
四
と
し

て
数
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
指
要
砂
詳
解
」
に
道
遽
を
評
し
て
、

今
云
二
止
観
和
尚
殉
即
遽
師
也
。
乾
淑
僧
名
。
有
二
文
集
殉
抄
ニ
録
遽
師
所
釈

止
観
異
義
鱒
遽
師
暗
二於
止
観
之
義
鱒
多
有
二異
見
殉
与
二荊
渓
所
釈
一相
違
。

(
12
)

如
レ釈
二止
観
無
漏
総
中
三
幻
謂
於
二三
界
有
漏
法
上
幻
証
ニ於
無
漏
殉

と
い
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
六
道
に
輪
廻
す
る
も
の
が
持
戒
よ
り
は
じ
め
、
禅
定
に

入
り
三
界
を
脱
し
、
無
漏
に
入

り
、
大
乗
仏
教

の
思
想

に
よ
れ
ば
、

特
に
法
華
に
於
て
は
-
無

漏
よ
り
化
他
に
出
て
仏
道
を
行
ず
る

の
で
あ
り
、
止
観
に
も

「
無
漏
の
心
を
発
し
て
、

二
乗
の
道
を
行
ず
る

な
り
。
」
と

い
う
如
く
、
無
漏

の
語
の
指
す
と
こ
ろ
は
、
二
乗

で
も
、

又
三
界
を
脱
す
る
と
こ
ろ
で
も
、
大
き
く
誤

つ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か

ろ
う
。

次
に
円
珍
 
(
8
1
4
-
8
9
1
)
 
の
「
止

観
科
節
」
を
見

る
に
、

無
漏
総
中
三
。
此
段
文
古
今
共
難
。
輔
行
四
紙
釈
兼
二
破
レ古
九
纐
軌
疑
不

可
殉
講
者
叙
述
甚
自
煩
闇
。
昨
尋
二
本
文
殉
文
近
在
レ
前
。
止
二
火
血
刀
一達
二

三
善
道
叩
次
修
二禅
定
叩
次
修
二無
漏
殉
次
修
二慈
悲
幻
次
修
二実
相
幻
此
文
是

也
。
無
漏
若
合
但
有
レ九
。
無
漏
若
開
二両
教
二
乗
二成
レ四
即
十
二
。
不
定
四

取
ニ体
中
四
殉
或
指
世
界
下
総
四
或
字
是
四
句
。
意
謂
下実
相
難
レ解
籍
二漸
次

不
定
一導
コ
進
其
心
殉
便
有
二
九
句
十
三
句
階
級
殉
然
俊
方
達
二
実
相
幻
故
有
中
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(
13
)

此
三
種
止
観
上
也
。

と

い
い
、

古

今

の
難
解

な

箇

所

と

し

て

い

る

の

で
あ

る
が
、

湛

然

の
説

を
受

け
た

も

の
で

あ

る
。

俊

半

の
不

定

の
四

の
説

明

は

「
止
観

纂

義

」

と

は
異

な

る
。

「
纂
義

」
に

は
、

論
漸
次
申
九
不
定

中
四
者
。

於
ニ
十
二
中
殉
合
ニ
無
漏

一為
レ
一
成
レ
九
。

即
為

ニ

五
番
幻

一
帰
戒
。

二
禅

定
。

三
無
漏
。

四
慈
悲
。

五
実
相
。

約
二
此

五
番

刃

互
論
二
浅
深
幻
成

二
不
定
司
以
二
第
五
番

不
レ
為
二
不
同
之
限
殉

故

云
二
不
定

四(14)
。

と
、

一
帰

戒
、

二

禅

定
、

三

無

漏
、

四

慈

悲

を

数

え

る

が
、

「
科
節

」

の
体

中

四

は
何

を

指

す

か

不

明

と

い
う

ほ
か

な

い
。

次

に
証

真

の

「
止
観

私

記

」
に

は
、

文
無
漏
掘
中
三
者
。

決
意
云
。

無
漏
開
レ
四
以
レ
一
為
レ
捻
。

余
三
為
レ
三
也
。

問
。

若
無
漏
開
レ
四
者
。

但
応
レ
云
二
無
漏

中
四
殉
何
以
レ
一
為
レ
穂
更
別
列
ニ
余

三
殉
応
恵
。
又
記
中
異
義
云
。

将
二
三
界

一為
レ
三
。

即
所
止
。

無

漏

為
レ
一
。

即
能

止
。
次
修
二
無
漏

一止
ニ
三
界
獄

一中
来
。
故

用
三
二
界

一為
レ
三
。

無
漏
為
レ

一
。
合

為
レ
四

也
。

記
問
。

善
悪
各
三
。

及
禅
定
即

是
三

界
。

何

重

挙
三
二

界

一為
二
十
二

一耶
。

又
山
王
院
云
。

無
漏

者
両
教

二
乗

也
。
捻

中
三
者
謂
禅

定
。

慈
悲
。

実
相
也
。

不
二
別
開

一
故
名
ニ
捻

中
之
三

一耳
。

合

有
二
十
三
幻
而

除
二実
相
叩
故
云
二
十
二
殉
乾

記
未
レ
明
。

妃
問
。

既
皆

取
二捻

三
幻
無
ニ
所
レ
除

法

幻
応
レ
云
二
捻
三

不
レ
可
レ
云
二捻

中
三

一也
。
或

一
解

云
。
捻

中
三
者
三
教

菩

薩
也
。
禅

定
。

慈
悲
。

実
相
蛇
名
為
レ
捻
。

慈
悲
在
レ
中
。
而
開

レ
三
。

故

名
二
捻

中
三
殉

無
漏
即
二
乗
。

即
諦
縁
観
不
レ
分
二
巧
拙

幻
巧
拙

在
二
於
三

菩

薩

故(05)
。

と
記
す
。
「
輔
行
」
の
説
に
疑
問
を
出
し
、
応
レ
思
と
割
注
の
み
し
、
答

を
書
い
て
い
な
い
の
は
ど
ん
な
意
味
を
持

つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

又
山
王
院
 
(
円
珍
)
 の
説
を
出
す
が
、
「
止
観
科
節
」
と

は
異
な
る
。

総
中
三
を
禅
定
、
慈
悲
、

実
相
に
あ
て
る

の
で
あ
る
。
即
ち
五
段

の

中
、
善
悪
 
(帰
戒
)
 無
漏

を
別
出
し
、
他

の
三
 
(禅
定
、
慈
悲
、
実
相
)

は
開
く
こ
と
な
く

一
と
し
て
数
え
る
と
い
う
意
味

の
よ
う
で
あ
る
。
更

に
一
解
と
し
て
、
三
教
の
菩
薩
に
あ
て
る
説

を

出
す
。

こ
こ
で
も
禅

定
、
慈
悲
、
実
相
は
開
く
こ
と
が
な
い
か
ら
総
と
い
う
の
で
あ
り
、
慈

悲
は
そ
の
中
に
あ
る
か
ら
中
で
あ
り
、
無
漏
が
二
乗
、
慈
悲
が
三
教
の

菩
薩
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

次
に
尊
舜
の

「
止
観
見
聞
添
註
」
を
見
る
に
、

七
十
四
。
尋
云
。
漸
次
止
観
五
差
階
級
相
何
如
。
答
云
。
先
帰
戒
者
。
仏
法

初
門
修
行
法
軌
。
必
以
レ持
二三
帰
五
戒
一為
ニ
根
本
一也
。
持
レ之
自
出
二
三
悪

火
血
刀
刈
而
住
二人
中
天
上
勝
妙
果
報
二也
。
止
云

二一亮
レ
慌
先
修
二帰
戒
殉
翻

レ邪
向
レ正
。
止
二火
血
刀
一達
ニ三
善
道
殉
毘
次
禅
定
者
。
修
二色
無
色
四
支
五

支
禅
定
一治
二欲
界
散
妄
二也
。
是
猶
有
漏
禅
定
故
。
修
二二
乗
空
無
漏
一運
二三

界
出
離
観
叩
号
二第
三
無
漏
一也
。
是
又
孤
調
解
脱
。
起
二菩
薩
広
大
慈
悲
殉

向
三遍
度
二
一
切
衆
生
殉
云
ニ第
四
慈
悲
二也
。
是
三
教
菩
薩
慈
悲
。
尚
非
二
正

意
幻
故
修
ニ円
融
法
界
観
恵

本
三
二諦
即
是
修
行
殉
以
云
二第
五
実
相
一也
。

ノ

ノ

ハ

ニ

(
16
)

漸
次
止
観
行
者
所
期
是
円
頓
也
。
然
中
間
助
行
用
二
四
差
方
便
一也
。

『
無
漏
総
中
三
』
を

め
ぐ

っ
て
 
(
坂

本
)
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『
無
漏
総
中
三
』
を
め
ぐ
っ
て
 (坂

本
)

と
い
う
。
無
漏
総
中
三
に
直
接
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
よ
く
ま
と
ま
つ
て

い
る
と
思
う
。
又
こ
の
俊
に
、
七
方
便
位
を
説
く
中
、

無
漏
二
乗
聖
道
者
。
小
乗
有
三
二
聖
道
殉
謂
見
得
。
修
道
。
無
学
道
也
。
是

名
二無
漏
位
殉
初
見
道
有
二二
人
殉
随
信
行
。
随
法
行
也
。
次
修
道
有
二三
人
殉

信
解
。
見
得
。
身
証
也
。
俊
無
学
道
有
三

一人

時
解
脱
。
不
時
解
脱
也
。

(
17
)

是
名
二
七
聖
位

幻

と

三
聖

道

を

い

う

の

で
あ

る
。

こ
れ
が

当

を
得

て

い

る

よ
う

に
思

わ

れ

る

の
で

あ

る
。

次

に
普

寂

の

「
復
真

砂

」
を

み

る

と
、

然
同
而
不
至
故
名
不
定

九三
左十

二
答
。

漸
次
所
観
有
ニ
十

二
境
殉
於
ニ
此
十

二

次
第
漸
修
名
為
二
漸

次
殉
前
俊
浅
深

更
互
不
定
。

名
為
二
不
定
幻
錐
下
同

以
二
実
相

一為
二
所
帰
殉
同
名
中
止
観
加

所
観
行
相
頗
有
二
異
同
叩
故

立
二
別
名
幻

言
二
善
悪
各
三

一者
。

謂
帰
戒
能
止
二
三
悪

脚生
二
三
善

一故

為
レ
六
。

私
記
所
レ釈

迂
臭

可
レ
知
。
無
漏
総

中
三
者
。

輔
行

云
云
。

不
レ
允
。

私
記
中
出

二多
異
説

殉

記
中
異
義

云
云
。
統
紀

八

紙三
指

要
詳
解

二
下

九五
十
云
云
。
寂

日
。
諸
説
蛇
似

レ
不
レ
允

二
文
旨

殉
今
試
緋
レ
之
。

無
漏
錐
レ
一
。
所

断
三
界
異
故
。

於
ニ
能
断

道

一
分
為
三
二
種
殉
或
可
二
以
見
修
無
学
三
道
幻
如
レ
次
当
二
三
無
漏
根
殉
総
申

三
者
。

即
指
二
禅
慈
悲
実
相
幻
十

二
不
レ
同
。

文
旨
柄
然
。

記
主
為
二
十
三

二之

釈
。

恐
不
レ
応
レ
理
。

諸
説
率

為
ニ
十
三
殉
除
訓
去
実
相

一
之
辮
。

甚
失
二
道
理

一

可
レ
督
。

故
名
下
恐
脱
二
漸

次
二
字

一
乎
。

輔
行
釈
意
。

似
三
故
名
下
有
二
漸
次

二
字
殉
可
レ
考
。

此
章
同
大
至
名
同
耳

第

二
問

答
。

此
問
答
粗
同
二
初
番
意
趣

旧
本

止

観
序

正
各

分
ニ
五
科

叩
序
科
第

三
。
銘

日
二
辮
差

殉
今
伍
循
レ
旧
立
レ
問
。

然

此

問

同
レ
上
。

将
レ
同
問
レ
異
在

文
分
明
。

輔
行

云
二
将
レ
異
問

ワ
異
者
何
耶
。

答
中

云
二
漸

次
九

二者
。
蓋

乃
以
三
三
善
止
二
三
悪

殉
合
レ
六
為
レ
三
。
縮

二二前
十

二

一以

為
レ
九
耳
。

輔

行
云
云
。
応
レ
思
。

不
定

四
者
。

即
指

ニ
上
前
漸
俊
頓
更

前
更

(
18
)

俊
等

四
一
也
。

(
19
)

と
あ
る
。
「
輔
行
」
を

否
定

し
、
「
私
記
」
「
記
中
異
義
」
「
統
紀

八
」

「
指
要
詳
解
」
な

ど
前
述
の
諸
説
を
指
処
す
る
が
、
す
べ
て
あ
た
ら
ず

と
し
り
ぞ
け
、

三
界
を
断
ず
る
に
能
断
道
を
三
種
わ
け
る
か
、
或
い
は

見
道
、
修
道
、
無
学
道
の
三
道
と
す
る
の
で
あ

る
が
、
総
中
三
と
は
禅

定
、
慈
悲
、
実
相
を
指
す
と
も
い
う
。

又
漸
次
九
に
つ
い
て
は
、
善
の
三
、
悪

の
三
を
合
わ
せ
て
三
と
数
え
、

禅
定
、
無
漏

の
三
、
慈
悲
、
実
相

と
九

に
数

え
る
と

い
う

の
で
あ

る
。さ

て
無
漏
に
つ
い
て
、
智
顕
は

「
法
界
次
第
」
に
、

三
無
漏
根
初
門
第
三
十
八

一
未
知
欲
知
根

二
知
根

三
知
已
根

次
三
解
脱
門
而
弁
三
無
漏
根
者
。
解
脱
既
是
浬
葉
之
門
。
若
善
修
三
解
脱
。

必
定
発
真
無
漏
。
証
有
余
浬
繋
。
得
有
余
浬
盤
。
自
有
三
道
不
同
。
謂
見

道
。
修
道
。
無
学
道
也
。
証
三
道
時
。
必
発
三
根
故
。
次
三
解
脱
而
弁
之
。

通
名
根
者
。
根
以
住
立
能
生
為
義
。
得
此
三
法
。
住
立
不
退
。
生
真
智
照
。

故
名
根
也
」

一
未
知
欲
知
根

無
漏
九
根
和
合
。
信
行
法
行
人
。
於
見
諦
道
中
。
名
未
知

欲
知
根
。
所
謂
九
根
者
。
信
根
精
進
根
念
根
定
根
慧
根
喜
根
楽
根
捨
根
意
根

也

-198-



二
知
根

信
解
見
得
人
。
思
惟
道
中
。
是
九
根
転
名
知
根
。
九
根
如
未
知
欲

知
根
申
分
別

三
知
己
根

若
至
無
学
道
中
。
是
九
根
転
。
名
知
已
根
。
九
亦
如
未
知
欲
知

(
20
)

根
中
分
別
也

と
三
無
漏
根

を
出

す
。
見
道
、
修
道
、
無
学
道

も
同
じ
問
題

で
あ

る
。教

理
書
で
あ
る
が
、
智
顕
の
親
撰

「
四
教
義
」
に

は
、

二
明
七
聖
位
者
。

一
随
信
行
。
二
随
法
行
。
三
信
解
。
四
見
得
。
五
身
証
。

六
時
解
脱
羅
漢
。
七
不
時
解
脱
羅
漢
。
此
七
位
通
名
聖
者
。
以
正
為
義
。
即

練
道
懸
鏡
也
。
苦
忍
真
明
捨
凡
夫
性
。
得
入
聖
人
性
。
真
智
見
理
断
於
同
類

之
畷
。
故
名
為
聖
。
此
七
聖
入
復
有
二
種
不
同
。
謂
学
無
学
。
前
五
種
聖
人

(
21
)

悉
是
学
人
。
俊
二
種
聖
人
是
無
学
位
也
。

と
七
聖
位
を
学
と
無
学
位
に
分
け
、
更
に
、

復
就
七
聖
之
位
。
分
為
三
道
。
所
謂
見
道
修
道
無
学
道
。

一
見
道
者
。
即
是

八
正
道
。
見
理
断
見
諦
惑
。
至
十
五
心
。
如
破
石
方
便
也
。
二
修
道
者
。
即

是
七
覚
分
随
観

二
諦
所
断
思
惟
。
如
断
繭
根
継
方
便
也
。
三
無
学
道
者
。
如

(
2
2
)

前
分
別
也
。

と
見
道
、
修
道
、
無
学
道
に
分
け
る
の
で
あ
る
。

又
慧
遠
の

「
大
乗
義
章
」
に

は
、

三
漏
義

言
三
漏
者
。

一
切
煩
悩
流
注
不
絶
。
共
猶
瘡
漏
故
名
為
漏
。
故
経
説
為
諸
漏

瘡
疵
。
漏
別
不
同
。

一
門
説
三
。
三
名
是
何
。
所
謂
欲
漏
有
漏
無
明
漏
。
如

雑
心
云
。
欲
界
地
中

一
切
煩
悩
。
唯
除
無
明
説
為
欲
漏
。
上
二
界
中

一
切
煩

悩
。
唯
除
無
明
説
為
有
漏
。
外
道
謂
彼
色
無
色
界
是
其
結
尽
無
漏
浬
繋
。
対

除
彼
見
故
。
説
為
有
三
界
無
明
。
名
無
明
漏
。
問
日
。
何
故
三
界
無
明
合
為

一
漏
。
以
彼
無
明
迷
理
之
心
。
理
相
平
等
。
不
可
別
分
。
故
能
迷
心
従
之
説

一
。
又
問
。
四
流
四
縛
等
中
。
皆
説
其
見
。
何
故
漏
中
不
説
見
漏
。
雑
心
釈

言
。
連
注
之
義
。
是
其
漏
義
。
見
心
捷
疾
。
於
連
注
義
。
不
相
順
故
。
不
説

見
漏
。
錐
不
別
説
。
当
知
。
摂
在
前
二
漏
中
。
然
此
三
漏
。
通
摂
二
輪

一
切

(
23
)

煩
悩
。
三
漏
之
義
。
略
述
如
此

と
欲
漏
、
有
漏
、
無
明
漏
の
三
漏
を
数
え
る
の
で
あ
り
、
又
、

別
相
三
道
義
三
門
分
別
鰍
塑

一定
位
二

別
相
三
道
出
地
経
論
。
亦
得
名
為
位
別
三
道
。
名
字
是
何
。

一
見
。
二
修
。

三
無
功
用
。
初
言
見
者
。
慧
心
推
求
明
白
名
見
。
進
習
名
修
。
修
心
久
純
任

運
上
昇
息
於
縁
務
名
無
功
用
。
此
之
三
種
諸
地
不
同
。
名
之
為
別
。
別
行
体

状
目
之
為
相
。
即
此
三
行
虚
通
名
道
。
此
三
分
異
。
是
故
亦
名
位
別
三
道
。

名
字
如
是(24)門此
寛一

と
見
道
、
修
道
、
無
功
用
道
の
三
道
を
数
え
る
。

こ
れ
ら
に
依
れ
ば
、
少
く
と
も
聖
位
、
無
漏

を

三

に
分
け

る

こ
と

は
、
階
代
に
あ

つ
て
当
然

の
こ
と
な
の
で
あ
り
、
湛
然
が
な
ぜ
無
漏
を

四
と
し
た
か
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

漸
次
止
観
で
あ
る
と
こ
ろ
の

「
次
第
禅
門
」
を
見
る
に
、
大
段
第
七

修
証
章
の
科
文
は
、

『
無
漏
総
中
三
』
を

め
ぐ

っ
て
 
(
坂

本
)

-199-



『
無
漏
総
中

三
』
を

め
ぐ

っ
て
 
(
坂

本
)

と
な
つ
て
い
る
。
又
第
四
詮
次
章

に
は
、

今
明
無
漏
禅
次
第
相
。
即
有
二
意
不
同
。

一
者
行
行
次
第
。
二
者
慧
行
次

第(26)
。

と
い
う
如
く
、
対
治
無
漏
と
縁
理
無
漏
、
行
行
と
慧
行
に
分
け
て
考
え

て
い
る
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は
湛
然
は
こ
れ
に
引
か
れ
て
、
即
ち
事

と
理
で
あ
る
が
故

(
27
)

に
、

蔵

教

と
通

教

の

二
乗

と
考

え

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か
。

総

中

の
二
字
 
(
三
教

に

通

じ

て

の
意

と
考

え

ら

れ

そ

う

で

は
あ

る
)

が

解

決

で

き

た

わ

け

で

は

な

い

が
、

一
応

無

漏

を

三

と
数

え

て

み
た

ら

ど
う

で
あ

ろ

う

か

と

い

う
私

見

を

示

し

て
結

び

と

す

る
。

1

「
摩
詞
止
観
」
巻

一
上
 
(T
.
 46
,
 
p
.
 
1
-c
)
。

2

「
輔
行
伝
弘
決
」
巻

一
之

二
 
(T
.
 46
,
 
p
.
 
1
5
0
-
a
)
。

3

「
摩
詞
止
観
」
巻

一
上
 
(T
.
 46
,
 
p
.
 
1
-
c)
。

4

「
輔
行
伝
弘
決
」
巻

一
之

二
 
(T
.
 46
,
 
p
.
 15
0
-
c)
 文

中

の

三
人

と

は

三
乗

か
と
思
わ
れ
る
が
、

と
す
れ
ば
四
人
と

す

る

理
由

が
説
明

つ
く

ま

い
。

5

「
輔
行
伝
弘
決
」
巻

一
之
二
 
(T
.
 46
,
 
p
.
 15
1
-a)
。

6

「
摩
詞
止
観
」
巻

二
上
 
(T
.
 46
,
 
p
.
 1
-c)
。

7

「
止
観
輔
行
捜
要
記
」
巻

一
 (
卍
識

9
9
,
 
2
2
8
-夙
)

「
捜
要

記
」
は

湛
然

の
作

で
は
な
く
、

弟
子

の
も

の
と
考
え

た
方

が
よ
さ
そ
う

で
あ
る
。

8

「
輔
行
伝
弘
決
」
巻

二
之

二
 
(T
.
 46
,
 
p
.
 
1
51
-b
)

9

「
止
観
纂
義
」
巻

二
 (
虞
曄
蝋
3

7
,
 
p
.
 
7
1
b
)
「
纂
義
」
に

は
日
本
選
述

説
も
あ
る
が
、
今

は
中
国
選
述

と
し
て
考

え

る
。
「
止
観
纂
義
」
は

無
漏

総
中
三
に
関

し
て
、
湛
然

を
受

け
、

論
無
漏
総
中
三
者
。

理
実
無
漏
有
レ
四
。
即
両
教

二
乗
。

今
以
レ
一
摂
レ
総
。
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以
三
二
別

一
対
レ
総
。

故
云
レ
ニ
也
。
論

凡
十
二
不
同
者
。

文
略
。

応
レ
云
漸

次
中
六
。

所
謂
善
悪
各
三
。

禅
定
無
漏
四
。
井
慈
悲

凡
十

二
不
同
。
更
不
レ

取
二
実
相
幻
是

三
人
共
所
レ
縁
理

故
。

不
レ
得
レ
為

二
不
同

之

限

一
也
。

と

い

う
。

こ
こ
で
も
三
別

は
三
乗

で
あ
ろ
う
か
。
尚

「
異
義
」
の

説

と
異

な
る

点
も
問
題

と
し
て
残

ろ
う
。

10

「
止
観
助
覧
」
巻

一
 (
卍
灘

9
9
,
 
4
6
4
-司
)
。

11

「
止
観
記
中
異
義
」
(
卍
灘

9
9
,
 
2
1
8
-上
)
。

12

「
十
不
二
門

指
要
砂
詳
解
」
巻

二
 
(卍
欝

9
9
,
 
3
8
1
-引
)
。

13

「
止
観
科
節
」

(
窟
曄
潔

3
7
,
 
p
.
 

1
-
c)
 続
蔵
本

は
目
録

に
法
蔵
撰

と
す

る
が
、

こ
れ
は
誤

り
で
あ
る
。

し
か
し
円
珍
撰

と
す

る
に
も
疑
問

は
残

る

よ
う
で
あ
る
。

14

「
止
観
纂
義
」
巻

二
 (
重
曄
蝋
3

7
,
 
p
.
 
7
-
b
)
。

15

「
止
観
私
記
」
巻

一
本
 
(重
吟
黙

3
7
,
 
p
.
 
5
8
-b
)
。

16

「
止
観
見
聞
添

註
」
巻

二
中
 
(鳶
曄
黙
3

7
,
 
p
.
 

2
4
8
-
a
)
。

17

「
止
観
見
聞
添
註
」
巻

二
中
 
(
タ
曄
灘
3

7
,
 
p
.
 
2
4
8
-
c
)
。

18

「
止
観
復
真
砂
」
巻

一
 (
鳶
曄
遡

3
8
,
 
p
.
 
3
-b
)
。

19

「
仏
祖
統
紀
」
巻

八

道
遽
伝
、

述

日
。
指
要
斥
下
日
本
乾
淑
所
レ
録
遽
和
上
止
観
中
異
義
。

以
三
二
界

一
為
二

無
漏
総
中
三

一者
加

矯
詳
遽
師
親
受
二
止
観
於
荊
渓
殉
無
レ
縁
三
輯
創
二
此
説
殉

特
乾
淑
輩
為
二
此
私
義
殉
託
ニ
遽
師

一以
行
レ
之
耳
。

(T
.
 46
,
 
p
.
 
6
8
3
-
b)

と
あ
る
を
指
す
。

20

「
法
界
次
第
」
巻

中
下
 
(
T
.
 46
,
 
p
.
 68
3
-b)
。

21

「
四
教
義
」
巻

六
 
(T
.
 46
,
 や

7
3
9
-a)
。

22

「
四
教
義
」
巻

六
 
(T
.
 46
,
 
p
.
 
7
39
-a
)
。

23

「
大
乗
義
章
」
巻

五
 
(T
.
 44
,
 
p
.
 
5
6
6
-a)
。

24

「
大
乗
義
章
」
巻

十
 
(T
.
 44
,
 
p
.
 
6
7
2
-
c
)
。

25

「
次
第
禅
門
」
序
 
(T
.
 46
,
 
p
.
 
4
7
5
歩

)
。

26

「
次
第
禅
門
」
巻

一
下
 
(T
.
 49
,
 
p
.
 
4
8
0
-b
)
。

27
 

三
蔵
教

は
界
内

の
事
教
、

通
教

は
界
内

の
理
教
と

い
う
。

(叡

山
学
院
助

教
授
)

『
無
漏
総
中
三
』
を

め
ぐ

っ
て
 
(
坂

本
)
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